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◆ キーワード　ライフヒストリー／乙女文楽／人形芝居／芸人／素人義太夫

女
性
人
形
遣
い
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー

―
乙
女
文
楽
の
変
遷
を
た
ど
る
―

神 

田
　
朝 

美

は
じ
め
に

乙
女
文
楽
は
、
大
正
末
頃
大
阪
の
素
人
義
太
夫
が
発
案
し
た
、
女
性
一
人

遣
い
に
よ
る
人
形
芝
居
で
あ
る
。
こ
の
人
形
芝
居
が
始
ま
っ
た
当
初
、
素
人

義
太
夫
の
旦
那
衆
は
大
阪
文
楽
か
ら
人
形
遣
い
（
人
形
を
操
作
す
る
人
）
を

師
匠
と
し
て
招
聘
し
、十
三
～
四
歳
の
少
女
達
に
人
形
の
振
り
を
学
ば
せ
た
。

素
人
義
太
夫
の
義
太
夫
節
に
合
わ
せ
て
人
形
浄
瑠
璃
を
行
な
い
楽
し
む
た
め

で
あ
る
。
そ
の
後
、
女
流
義
太
夫
と
組
ん
で
本
格
的
に
興
行
す
る
座
も
現
れ

る
。
宝
塚
歌
劇
等
少
女
演
劇
の
流
行
も
後
押
し
し
、
乙
女
文
楽
は
戦
前
の
大

阪
で
大
流
行
し
た
。
戦
後
は
、
少
女
達
の
成
長
と
娯
楽
の
変
化
な
ど
に
よ
っ

て
徐
々
に
衰
退
し
て
い
く
。
そ
の
よ
う
な
中
で
も
現
代
ま
で
乙
女
文
楽
の
特

殊
な
人
形
操
法
を
継
ぎ
、
活
動
を
続
け
て
い
る
女
性
た
ち
が
い
る
。

こ
の
報
告
で
は
、
女
性
の
主
体
的
行
為
と
し
て
の
乙
女
文
楽
を
捉
え
て
い

き
た
い
。
そ
の
た
め
、
現
在
プ
ロ
の
人
形
遣
い
と
し
て
活
動
す
る
二
人
の
女

性
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
か
ら
、
現
代
ま
で
の
乙
女
文
楽
に
つ
い
て
そ
の
在

り
方
を
考
え
る
。

乙
女
文
楽
の
動
向
を
知
る
資
料
と
し
て
、
人
形
遣
い
か
ら
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス

ト
リ
ー
の
聞
き
取
り
以
外
に
、
乙
女
文
楽
一
座
や
人
形
遣
い
に
直
接
的
・
間

接
的
に
関
わ
っ
た
人
達
か
ら
の
聞
き
取
り
も
行
な
っ
た
。
補
助
資
料
に
は
、

乙
女
文
楽
の
座
、
及
び
、
人
形
遣
い
や
そ
の
関
係
者
の
動
向
が
掲
載
さ
れ
た

一
般
雑
誌
・
新
聞
・
公
演
の
記
録
を
参
照
し
た
。

一　

近
代
に
生
ま
れ
た
乙
女
文
楽

一
―
一　

背
景
と
型

大
正
時
代
末
は
、
大
阪
で
栄
え
た
伝
統
人
形
浄
瑠
璃
の
文
楽
が
衰
微
し
た

時
代
で
あ
っ
た
。
文
楽
は
人
形
一
体
を
操
る
の
に
三
人
の
人
形
遣
い
が
必
要

で
あ
る
た
め
、
人
員
の
不
足
も
危
惧
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
旦
那
衆

の
素
人
義
太
夫
は
さ
か
ん
な
時
期
で
あ
る
。
乙
女
文
楽
は
こ
う
し
た
背
景
の

下
、
素
人
義
太
夫
の
願
望
と
文
楽
関
係
者
の
思
惑
と
に
よ
っ
て
考
案
・
発
展

し
て
い
く
。
文
楽
の
人
形
遣
い
に
振
り
を
学
び
、
仕
草
も
文
楽
様
に
、
文
楽
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の
人
形
機
構
を
一
人
遣
い
用
に
改
造
し
た
。
そ
の
点
で
は
、
文
楽
の
流
れ
を

汲
む
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、大
正
時
代
に
新
し
く
生
み
出
さ
れ
、

本
来
女
性
が
行
な
わ
な
い
芝
居
を
女
性
が
担
う
点
で
は
、
文
楽
と
は
異
な
る

新
派
の
人
形
芝
居
で
あ
る
。

乙
女
文
楽
に
は
二
種
類
の
型
が
あ
る
。
人
形
を
操
作
す
る
た
め
の
作
り
が

異
な
り
、
先
行
し
て
発
案
さ
れ
た
機
構
が
「
腕
金
式
」
で
、「
胴
金
式
」
は

腕
金
式
の
特
許
を
侵
害
し
な
い
よ
う
新
た
に
考
え
ら
れ
た
。

腕
金
式
人
形
操
法
は
、
大
阪
を
中
心
に
展
開
し
て
い
る
。
大
正
時
代
、
大

阪
新
世
界
ラ
ジ
ウ
ム
温
泉
余
興
場
で
演
じ
る
た
め
に
発
案
さ
れ
た
。
腕
金
式

は
、
文
楽
人
形
の
カ
シ
ラ
を
支
え
る
背
板
に
婉
曲
し
た
太
い
針
金
の
よ
う
な

「
腕
金
」
を
取
り
付
け
て
操
作
す
る
。
腕
金
を
人
形
遣
い
の
両
腕
に
引
っ
掛

け
人
形
本
体
を
支
え
る
。
人
形
の
カ
シ
ラ
に
は
耳
の
横
辺
り
に
カ
ン
を
打
っ

て
紐
を
通
し
、
人
形
遣
い
が
巻
い
た
ヘ
ア
バ
ン
ド
と
連
結
す
る
。
人
形
遣
い

が
頭
部
を
動
か
す
と
人
形
の
カ
シ
ラ
も
動
く
。
人
形
遣
い
は
、
人
形
の
着
物

の
袖
に
自
ら
の
手
を
通
し
、
人
形
の
ウ
デ
や
扇
等
の
小
道
具
を
持
っ
て
直
接

操
作
す
る
。
男
性
型
人
形
の
ア
シ
は
ひ
ざ
の
少
し
上
に
く
く
り
つ
け
、
自
分

の
脚
づ
か
い
が
そ
の
ま
ま
人
形
の
脚
づ
か
い
と
な
る
。
女
性
型
人
形
は
着
物

の
裾
を
膝
の
辺
り
に
固
定
す
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
人
形
遣
い
の
動
き
が

そ
の
ま
ま
人
形
の
動
き
と
な
る
。
腕
金
式
の
乙
女
文
楽
を
、
新
世
界
ラ
ジ
ウ

ム
温
泉
時
代
の
座
名
を
用
い
て
娘
文
楽

4

4

4

と
も
い
う
。

胴
金
式
人
形
操
法
は
、
腕
金
式
を
改
良
し
た
も
の
で
、
女
流
義
太
夫
と
組

ん
で
興
行
を
始
め
た
座
で
考
案
さ
れ
た
型
で
あ
る
。
こ
の
操
法
を
採
用
し
て

興
行
し
た
「
大
阪
乙
女
文
楽
座
」
が
戦
後
本
拠
地
を
神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
に

置
い
た
た
め
、
現
在
で
は
神
奈
川
を
中
心
に
展
開
し
て
い
る
。
人
形
の
背
板

に
取
り
付
け
る
の
が
「
胴
金
」
と
い
う
薄
い
鉄
板
に
変
わ
る
。
胴
金
は
布
で

巻
い
て
帯
状
に
し
人
形
遣
い
の
腰
に
巻
き
つ
け
る
か
ら
、
腕
金
よ
り
も
安
定

す
る
。
カ
シ
ラ
や
ウ
デ
等
は
腕
金
式
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。

永
田
衡
吉
は
乙
女
文
楽
に
つ
い
て
、
人
形
遣
い
は
「
ハ
デ
な
上
下
を
着
け
」、

原
則
と
し
て
人
形
の
〝
影
〟
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
を
「
乙
女
を
あ
ら
わ

に
し
す
ぎ
る
」
と
指
摘
し
、「
も
し
黒
衣
で
性
別
を
揚
棄
す
れ
ば
、
見
事
な
一
人

遣
人
形
と
な
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
１
）が

、
一
方
で
乙
女
文
楽
の
主
体
は
そ
の
特
殊

な
人
形
で
あ
る
と
し
て
も
、
他
方
で
は
乙
女
文
楽
の
成
立
の
過
程
に
お
い
て
少4

女
に
よ
る

4

4

4

4

芸
能
で
あ
る
こ
と
も
芝
居
が
発
展
し
た
要
素
で
重
要
な
点
で
あ
る
。

三
百
年
の
伝
統
を
持
つ
義
太
夫
節
に
女
性
が
進
出
し
既
に
百
年
以
上
が
経

つ
。
明
治
二
十
年
代
か
ら
娘
義
太
夫
の
人
気
に
火
が
つ
き
三
十
年
代
に
全
盛

期
を
迎
え
た
。
特
に
十
代
の
少
女
達
が
そ
の
中
心
と
な
っ
た
。
大
衆
芸
能
で

は
、
昭
和
初
期
、
元
々
男
優
が
演
じ
て
い
た
立
ち
廻
り
を
見
せ
場
と
す
る
剣

劇
を
女
優
が
演
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和
十
一
年
に
は
女
剣
劇
と
い
う
言

葉
も
生
ま
れ
、
浅
草
な
ど
で
宝
塚
少
女
歌
劇
出
身
の
大
江
美
智
子
や
九
州
の

子
ど
も
歌
舞
伎
出
身
の
不
二
洋
子
な
ど
が
草
分
け
と
な
り
、
太
平
洋
戦
争
に

よ
っ
て
統
制
が
布
か
れ
る
ま
で
、
多
く
の
女
剣
士
が
活
躍
し
た
（
２
）。
講
談
の
世

界
で
は
、
女
性
講
談
の
勢
い
が
強
く
な
っ
た
の
こ
そ
昭
和
五
十
年
以
降
で
あ

る
が
、
女
性
講
談
が
話
題
に
上
が
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
明
治
に
ま
で
遡
る

こ
と
が
で
き
る
（
３
）。

こ
の
よ
う
に
、
近
代
に
お
い
て
男
性
が
主
体
で
あ
っ
た
演

芸
に
女
性
が
進
出
し
て
く
る
こ
と
は
珍
し
く
は
な
い
。
そ
の
中
で
も
、
少
女

に
よ
る
芸
能
は
一
世
を
風
靡
し
た
。
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一
―
二　
〝
ス
テ
ー
ジ
パ
パ
〟
の
存
在

乙
女
文
楽
の
生
み
の
親
と
も
言
え
る
、
特
殊
な
一
人
遣
い
人
形
を
創
案
し

た
の
は
林
二
木
と
い
う
人
物
で
、
工
場
を
経
営
す
る
か
た
わ
ら
新
世
界
ラ
ジ

ウ
ム
温
泉
の
余
興
場
で
素
人
義
太
夫
語
り
に
出
演
し
て
い
た
。
義
太
夫
の
語

り
に
人
形
浄
瑠
璃
を
入
れ
た
い
と
、
林
は
文
楽
の
人
形
を
一
人
で
も
遣
え
る

よ
う
工
夫
を
施
し
た
。
人
形
の
遣
い
手
に
は
、
少
女
演
劇
の
流
行
に
乗
じ
て

少
女
達
を
起
用
し
た
。
少
女
達
は
、
林
や
素
人
義
太
夫
仲
間
の
娘
や
親
戚
、

友
人
が
中
心
で
あ
る
。
文
楽
の
桐
竹
政
亀
に
演
技
指
導
を
請
い「
娘
文
楽
座
」

を
立
ち
上
げ
、
少
女
達
の
芸
名
に
は
林
姓
を
用
い
た
。

腕
金
式
人
形
機
構
考
案
者
に
は
も
う
一
人
井
上
政
次
郎
が
い
る
。
林
の
考

え
た
人
形
芝
居
に
娘
の
光
江
が
参
加
し
た
の
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
井
上
は

乙
女
文
楽
に
関
る
こ
と
に
な
っ
た
。
大
阪
市
大
正
区
で
仏
壇
店
を
営
ん
で
い

た
井
上
も
義
太
夫
と
三
味
線
を
趣
味
と
し
て
い
た
。
娘
の
稽
古
を
契
機
に
林

と
懇
意
に
な
り
、
共
同
で
人
形
機
構
の
改
良
に
携
わ
っ
て
い
く
。
人
形
の
腕

金
式
操
具
に
使
っ
た
ア
イ
デ
ィ
ア
の
実
用
新
案
登
録
も
二
人
で
行
な
っ
た
。

し
か
し
、
後
に
光
江
を
め
ぐ
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
、
井
上
は
林
と
袂
を
分
か

つ
。
娘
の
た
め
に
文
楽
の
桐
竹
門
造
を
師
匠
と
し
て
招
き
、
昭
和
四
年
娘
を

桐
竹
光
子
と
名
乗
ら
せ
座
長
に
置
い
て
「
大
阪
少
女
文
楽
座
」
を
立
ち
上
げ

た
。
だ
が
、
門
造
が
井
上
の
座
で
活
躍
し
て
い
た
少
女
を
ス
カ
ウ
ト
し
、
吉

田
玉
徳
か
ら
「
女
文
楽
座
」
を
引
き
継
い
だ
の
は
そ
の
直
後
で
あ
る
。
井
上

は
娘
の
た
め
に
新
た
に
吉
田
徳
三
郎
や
吉
田
栄
三
郎
を
師
匠
に
招
い
て
、
娘

を
吉
田
光
子
に
改
名
さ
せ
た
。
興
行
前
に
は
二
人
曳
き
の
人
力
車
で
街
ま
わ

り
を
し
、
光
子
は
ア
イ
ド
ル
的
な
存
在
だ
っ
た
。「
大
阪
少
女
文
楽
座
」
は
、

昭
和
十
七
年
ま
で
大
正
橋
を
本
拠
地
と
し
て
興
行
を
続
け
る
。

桐
竹
門
造
は
、
林
・
井
上
考
案
の
腕
金
式
機
構
に
特
許
が
あ
っ
た
た
め
、

新
た
に
胴
金
式
の
人
形
機
構
を
考
案
し
た
。
胴
金
式
人
形
の
「
女
文
楽
座
」

は
、
女
流
義
太
夫
と
組
ん
で
全
国
興
行
を
始
め
た
。
門
造
独
立
後
加
わ
っ
た

メ
ン
バ
ー
に
道
具
方
の
宗
政
太
郎
が
い
た
。
宗
は
福
岡
出
身
の
素
人
義
太
夫

で
、
自
分
の
娘
達
に
も
門
造
の
元
で
人
形
の
遣
い
方
を
学
ば
せ
た
。
義
娘
に

は
林
二
木
の
娘
・
満
智
子
と
「
娘
文
楽
座
」
で
活
躍
し
て
い
た
輝
美
子
と
が

い
る
。
戦
中
、
林
の
「
娘
文
楽
座
」、
桐
竹
門
造
の
「
女
文
楽
座
」
は
戦
火

で
多
く
の
人
形
を
失
う
。
ま
た
門
造
の
息
子
・
片
山
栄
治
も
戦
後
ま
も
な
く

死
去
し
、
こ
の
二
座
は
廃
絶
し
た
。
そ
の
た
め
、
宗
は
自
身
で
「
大
阪
乙
女

文
楽
座
」
を
結
成
す
る
。
吉
田
玉
徳
の
協
力
を
得
て
人
形
も
準
備
し
た
。
そ

の
人
形
は
平
塚
市
に
寄
贈
さ
れ
、
現
在
は
文
化
財
と
し
て
五
十
六
点
の
カ
シ

ラ
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。「
大
阪
乙
女
文
楽
座
」
は
戦
中
福
岡
へ
疎
開
、
戦

後
は
素
人
義
太
夫
の
さ
か
ん
な
神
奈
川
県
に
移
転
し
、
名
称
も
「
大
阪
」
を

除
い
て
「
乙
女
文
楽
座
」
と
な
っ
た
。「
乙
女
文
楽
座
」
座
員
は
ほ
と
ん
ど

親
族
で
構
成
さ
れ
、
娘
の
信
子
や
智
恵
子
、
義
娘
の
輝
美
子
や
そ
の
娘
の
美

智
子
ら
が
活
躍
し
た
。

川
尻
泰
司
は
大
正
九
年
以
降
始
ま
る
日
本
の
現
代
人
形
劇（
新
興
人
形
劇
）

の
新
し
い
波
の
中
（
４
）で

、
中
央
で
の
活
動
が
各
地
方
・
各
方
面
に
与
え
た
影
響

の
一
つ
と
し
て
門
造
の
乙
女
文
楽
を
位
置
づ
け
て
い
る
（
５
）。

川
尻
は
、
文
楽
を

伝
統
的
人
形
劇
と
し
て
絶
対
視
し
近
代
的
伝
統
人
形
劇
の
存
在
を
無
視
し
て

文
楽
と
現
代
人
形
劇
の
断
絶
と
対
立
を
説
く
傾
向
を
批
判
し
て
い
る
が
、
門
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造
の
乙
女
文
楽
が
現
代
人
形
劇
の
影
響
で
生
ま
れ
た
と
い
う
な
ら
ば
、
林
二

木
の
乙
女
文
楽
は
ま
さ
に
文
楽
と
現
代
人
形
劇
を
結
ぶ
近
代
的
伝
統
人
形
劇

の
一
つ
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

一
―
三　

人
形
遣
い
の
少
女
の
行
方

　
「
大
阪
乙
女
文
楽
座
」
を
興
し
た
宗
政
太
郎
の
三
女
桐
竹
智
恵
子
は
、
胴

金
式
人
形
操
法
を
継
承
し
、「
女
文
楽
座
」
や
「
大
阪
乙
女
文
楽
座
」
で
活

動
し
た
。
戦
中
「
大
阪
乙
女
文
楽
座
」
は
福
岡
に
疎
開
、
昭
和
二
十
七
年
に

は
神
奈
川
に
本
拠
地
を
移
し
た
。
昭
和
三
十
七
年
興
行
主
で
あ
る
父
が
没
し

た
後
、「
大
阪
乙
女
文
楽
座
」
を
一
度
は
解
散
す
る
。
し
か
し
、
人
形
遣
い

を
引
退
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
昭
和
三
十
九
年
に
は
三
越
劇
場
で
、
昭
和

四
十
七
年
に
も
国
立
劇
場
な
ど
で
、
度
々
乙
女
文
楽
を
披
露
し
て
い
る
。
乙

女
文
楽
の
公
演
の
み
な
ら
ず
、
智
恵
子
は
現
代
人
形
劇
セ
ン
タ
ー
の
ひ
と
み

座
で
胴
金
式
人
形
操
法
を
伝
授
。
ま
た
、
前
鳥
座
、
足
柄
座
等
で
人
形
芝
居

の
指
導
に
あ
た
る
。
さ
ら
に
、
神
奈
川
県
立
茅
ヶ
崎
高
校
・
高
浜
高
校
の
文

楽
部
で
乙
女
文
楽
を
指
導
し（
６
）、

神
奈
川
県
内
の
伝
統
人
形
芝
居
活
性
化
に
力

を
注
い
だ
。
な
お
、
現
在
は
孫
の
桐
竹
祥
元
が
祖
母
の
技
を
継
ぎ
活
動
中
で

あ
る
。
茅
ヶ
崎
・
高
浜
両
校
文
楽
部
卒
業
生
か
ら
な
る
「
湘
南
座
」
も
神
奈

川
県
内
で
智
恵
子
の
技
を
引
き
継
い
で
い
る
。

同
じ
く
胴
金
式
人
形
操
法
の
川
瀬
米
子
は
、
九
歳
か
ら
「
乙
女
文
楽
座
」

で
乙
女
文
楽
を
演
じ
て
き
た
。
昭
和
三
十
四
年
厚
木
市
の
相
模
人
形
芝
居
林

座
の
座
員
で
あ
っ
た
男
性
と
結
婚
し
、
夫
と
と
も
に
林
座
座
員
と
し
て
活
動

し
て
い
た
。
ま
た
、
桐
竹
智
恵
子
の
活
動
と
同
様
、
県
立
厚
木
東
高
校
人
形

浄
瑠
璃
部
の
指
導
に
も
あ
た
っ
て
い
た
。
厚
木
東
高
校
浄
瑠
璃
部
の
卒
業
生

も
ま
た
「
あ
つ
ぎ
ひ
が
し
座
」
を
結
成
し
て
い
る
（
７
）。

こ
の
よ
う
に
、
大
阪
を
離
れ
て
、
所
属
し
た
一
座
が
解
散
し
、
成
人
し
て

か
ら
も
、
彼
女
た
ち
人
形
遣
い
の
少
女
何
人
か
は
人
形
芝
居
に
取
り
組
み
続

け
た
。
元
々
相
模
人
形
芝
居
が
盛
ん
だ
っ
た
神
奈
川
県
で
は
、
胴
金
式
の
乙

女
文
楽
は
県
内
の
民
俗
芸
能
に
溶
け
込
み
な
が
ら
現
在
も
継
承
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
乙
女
文
楽
が
生
ま
れ
た
大
阪
で
は
腕
金
式
の
乙
女
文
楽
が
続
い
て

き
た
。
先
述
の
井
上
政
次
郎
の
娘
・
吉
田
光
子
は
大
正
四
年
に
大
阪
市
大
正

区
で
生
ま
れ
、
五
歳
か
ら
腕
金
式
の
人
形
の
遣
い
方
を
学
ぶ
。
十
四
歳
で
父

親
が
興
し
た
「
大
阪
少
女
文
楽
座
」
の
座
長
に
な
り
各
地
で
興
行
し
た
。
昭

和
十
七
年
二
十
七
歳
で
結
婚
し
、
戦
局
が
厳
し
く
な
る
と
滋
賀
や
宮
崎
に
疎

開
し
た
。
戦
後
は
大
阪
に
戻
り
、
一
人
娘
を
育
て
な
が
ら
後
輩
の
手
ほ
ど
き

や
知
人
の
座
の
手
伝
い
を
し
て
い
た
。
昭
和
六
十
二
年
、
相
愛
女
子
短
期
大

学
に
文
楽
研
究
部
が
土
井
順
一
に
よ
っ
て
発
足
す
る
と
、
光
子
が
乙
女
文
楽

を
手
ほ
ど
き
す
る
よ
う
に
な
る
。
平
成
四
年
土
井
は
光
子
を
講
師
に
龍
谷
大

学
で
乙
女
文
楽
講
座
を
開
い
た
。
こ
れ
が
彼
女
の
転
機
と
な
る
。
平
成
六
年

に
は
、光
子
を
座
長
に
講
座
に
参
加
し
た
女
性
た
ち
で
「
大
阪
乙
女
文
楽
座
」

を
結
成
し
た
（
８
）。
こ
こ
か
ら
は
プ
ロ
と
し
て
独
立
す
る
女
性
も
出
て
い
る
。

同
じ
く
腕
金
式
の
人
形
遣
い
に
は
山
下
富
子
が
あ
っ
た
。
夫
の
山
下
南
幸

は
大
阪
新
世
界
ラ
ジ
ウ
ム
温
泉
の
「
娘
文
楽
座
」
か
ら
床
世
話
な
ど
で
参
加

し
て
い
た
。
富
子
は
光
子
の
妹
分
に
あ
た
り
旧
芸
名
を
林
富
子
と
言
っ
た
。

戦
後
、
夫
婦
で
阿
倍
野
区
を
地
盤
に
「
南
幸
座
（
社
）」
を
営
ん
だ
。
乙
女

人
形
浄
瑠
璃
等
の
名
称
で
、
大
阪
で
の
公
演
や
介
護
施
設
等
で
の
慰
問
等
で
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乙
女
文
楽
を
披
露
し
た
。
光
子
が
手
伝
い
に
来
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

昭
和
五
十
四
年
に
は
国
立
劇
場
で
も
披
露
し
て
お
り
（
９
）、

昭
和
五
十
五
年
以
降

ま
で
活
動
し
て
い
た（
（（
（

。

光
子
が
「
大
阪
少
女
文
楽
座
」
を
解
散
し
た
後
、
昭
和
二
十
一
年
頃
山
下

南
幸
の
紹
介
で
人
形
等
道
具
一
式
を
引
き
取
っ
た
の
は
豊
澤
竹
千
代
と
い
う

女
流
義
太
夫
で
あ
る
。
竹
千
代
に
は
全
国
に
弟
子
が
お
り
、
そ
の
弟
子
の
義

太
夫
節
に
合
わ
せ
る
人
形
浄
瑠
璃
を
求
め
て
い
た
。
戦
前
大
阪
新
世
界
ラ
ジ

ウ
ム
温
泉
等
で
活
躍
し
て
い
た
人
形
遣
い
の
女
性
た
ち
が
竹
千
代
の
も
と
に

集
ま
り
「
成
竹
座
（
演
芸
社
）」
を
結
成
し
た
。「
成
竹
座
」
に
は
結
婚
し
て

家
庭
を
持
っ
て
い
る
女
性
も
多
か
っ
た
。
ま
た
、
戦
後
新
た
に
乙
女
文
楽
を

始
め
た
少
女
達
も
加
わ
っ
た
。「
成
竹
座
」
の
興
行
は
地
方
の
旦
那
衆
に
招

か
れ
て
の
公
演
で
あ
っ
た
か
ら
、
宿
所
や
運
営
資
金
に
困
る
こ
と
も
な
か
っ

た
。「
成
竹
座
」
は
昭
和
三
十
年
頃
、
竹
千
代
の
体
調
不
良
に
よ
り
解
散
す

る
。
吉
田
光
子
の
人
形
な
ど
道
具
一
式
は
、
新
世
界
ラ
ジ
ウ
ム
温
泉
時
代
の

名
称
を
継
い
で
昭
和
二
十
六
年
か
ら
「
娘
文
楽
座
」
を
営
ん
で
い
た
柴
田
亀

次
郎
の
預
か
り
と
な
っ
た
。
こ
の
「
娘
文
楽
座
」
で
も
戦
前
か
ら
の
人
形
遣

い
が
活
躍
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る（
（（
（

。「
娘
文
楽
座
」
は
柴
田
が
亡
く
な
る
前

年
の
昭
和
四
十
四
年
ま
で
活
動
し
て
い
た
。
ち
な
み
に
「
成
竹
座
」
座
員
が

「
南
幸
座
」
や
「
娘
文
楽
座
」
の
公
演
で
手
伝
い
に
入
る
こ
と
も
あ
り
、
乙

女
文
楽
の
人
形
遣
い
達
は
自
ら
の
意
志
や
各
座
か
ら
の
要
請
に
よ
り
複
数
の

座
で
活
躍
で
き
た
。「
娘
文
楽
座
」
は
「
乙
女
文
楽
座
」
の
手
伝
い
を
す
る

こ
と
も
あ
っ
た
か
ら
、
当
時
の
座
の
経
営
者
や
人
形
遣
い
達
の
広
範
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
う
か
が
え
る
。
柴
田
の
死
後
、
貴
重
で
あ
っ
た
人
形
道
具
一
式

は
柴
田
の
息
子
に
よ
っ
て
乙
女
文
楽
と
は
関
係
が
な
い
と
こ
ろ
へ
売
却
・
譲

渡
さ
れ
た
と
い
う
。

戦
後
、「
成
竹
座
」
で
乙
女
文
楽
を
新
た
に
修
得
し
た
少
女
の
中
に
、
現

在
も
現
役
の
人
形
遣
い
と
し
て
活
動
中
の
桐
竹
京
子
が
い
る
。
京
子
に
つ
い

て
は
「
三　

二
人
の
伝
承
者
」
で
詳
述
す
る
。

二　

芸
能
の
捉
え
方

二
―
一　

先
行
研
究

人
形
芝
居
史
の
流
れ
に
対
し
、
乙
女
文
楽
は
ま
だ
浅
い
歴
史
し
か
持
た
な

い
た
め
、
こ
れ
を
テ
ー
マ
に
し
た
論
考
は
わ
ず
か
し
か
な
い
。
乙
女
文
楽
に

つ
い
て
の
最
初
の
論
考
は
杉
野
橘
太
郎
「
特
殊
一
人
遣
い
と
し
て
の
「
乙
女

文
楽
（
（（
（

」」
で
、
桐
竹
智
恵
子
に
取
材
し
、
乙
女
文
楽
の
発
生
と
沿
革
に
つ
い

て
述
べ
て
い
る
。
土
井
順
一
は
「
乙
女
文
楽
の
研
究
（
（（
（

」
で
、
乙
女
文
楽
創
案

者
及
び
創
案
時
期
・
経
過
に
言
及
し
て
い
る
。「
こ
の
乙
女
文
楽
は
、
創
案

さ
れ
て
か
ら
ま
だ
百
年
も
経
っ
て
い
な
い
が
、
創
案
者
や
創
案
時
期
に
つ
い

て
異
な
っ
た
説
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
」
の
は
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
執
筆
者
の
情

報
ソ
ー
ス
の
相
違
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
」
と
い
う
点
を
認
識
し
な

が
ら
も
、
吉
田
光
子
へ
の
取
材
に
情
報
が
偏
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
光
子
の

主
観
が
土
井
論
考
に
強
く
影
響
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

清
水
可
子
「
乙
女
文
楽
考
（
（（
（

」
は
、
腕
金
操
作
法
・
胴
金
操
作
法
の
操
作
方

法
・
発
生
・
沿
革
と
そ
の
背
景
思
想
に
つ
い
て
の
考
察
を
深
め
て
い
る
。
清

水
は
、
人
形
の
カ
シ
ラ
を
制
作
す
る
職
人
・
大
江
巳
之
助
ら
複
数
の
関
係
者
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へ
の
取
材
に
加
え
豊
富
な
資
料
を
基
に
し
て
お
り
情
報
に
偏
り
は
な
い
。
清

水
論
考
の
特
徴
は
、
乙
女
文
楽
を
人
形
浄
瑠
璃
史
の
流
れ
の
中
で
読
み
取
り

腕
金
式
と
胴
金
式
を
混
同
さ
せ
な
い
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、腕
金
式
の「
娘

文
楽
」
は
素
人
義
太
夫
の
た
め
の
人
形
芝
居
で
、「
義
太
夫
節
の
音
曲
的
な

発
達
」
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
と
し
、
胴
金
式
の
「
乙
女
文
楽
」
は
、
女
流
義

太
夫
と
組
ん
で
人
形
芝
居
し
た
こ
と
か
ら
、「
人
形
を
媒
体
と
し
て
生
き
る

人
形
遣
い
の
、
個
性
的
な
精
神
の
発
露
と
し
て
の
工
夫
に
つ
な
が
る
発
達
」

の
中
か
ら
生
ま
れ
た
と
す
る
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
戦
前
か
ら
戦
中
に
か
け
て
の
乙
女
文
楽
に
つ
い
て

は
、
情
報
が
錯
綜
し
な
が
ら
も
凡
そ
把
握
で
き
る
。
戦
後
の
厳
し
い
状
況
で

も
乙
女
文
楽
の
人
形
と
技
と
を
継
承
す
る
女
性
が
い
た
こ
と
が
幸
い
し
、
腕

金
式
・
胴
金
式
人
形
機
構
や
乙
女
文
楽
の
成
立
過
程
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で

き
た
。
し
か
し
、
戦
後
以
降
現
代
に
至
る
状
況
を
正
確
に
捉
え
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
そ
の
た
め
、
拙
稿
で
は
、
ま
ず
改
め
て
乙
女
文
楽
の
成
立
か
ら
戦

後
ま
で
の
流
れ
を
解
説
し
て
き
た
。資
料
は
な
る
べ
く
先
行
研
究
に
頼
ら
ず
、

当
時
の
新
聞
及
び
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
地
方
の
市

史
や
冊
子
、
国
立
劇
場
の
講
演
記
録
を
基
に
し
た
。
ま
た
、
文
献
資
料
が
ほ

と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
い「
娘
文
楽
座
」「
成
竹
座
」「
南
幸
座
」に
つ
い
て
は
、

桐
竹
京
子
に
加
え
、
豊
澤
竹
千
代
、
及
び
、
増
田
由
良
之
介
の
ご
家
族
ら
か

ら
の
聞
き
取
り
や
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
写
真
、
当
時
の
記
録
に
よ
る
。

二
―
二　

ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
に
よ
る
芸
能
研
究

個
人
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
に
よ
る
民
俗
学
の
視
点
に
立
っ
た
芸
能
研
究

に
は
、
例
え
ば
百
瀬
響
・
大
田
有
香
「
北
海
道
に
お
け
る
「
地
域
」
と
芸
能

活
動
―
民
俗
芸
能
の
導
入
過
程
と
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
―（
（（
（

」
が
挙
げ
ら
れ

る
。
し
か
し
、
こ
の
報
告
は
職
業
と
し
て
芸
能
活
動
を
行
っ
て
い
た
人
物
で

は
な
く
「
市
井
の
芸
能
者
」
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
で
あ
る
。

職
業
と
し
て
の
芸
能
活
動
を
取
り
上
げ
た
報
告
は
、
芸
者
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス

ト
リ
ー
が
多
い
。
滝
沢
真
喜
子
「
■
婆
さ
ま
た
ち
を
訪
ね
て
■
麗
人
部
隊
、

大
陸
へ
行
く
―
幡
街
芸
者
「
万
龍
」
回
想
記
―
（
（（
（

」
は
八
十
二
歳
の
小
唄
の
師

匠
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
話
者
の
語
り
そ
の
ま
ま
に
挙
げ
て
い
る
。
著
者
が

意
図
的
に
話
者
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
編
集
し
て
い
る
も
の
に
は
、
例
え

ば
、
対
照
的
な
「
名
妓
」
を
取
り
上
げ
て
い
る
書
籍
と
し
て
、
新
橋
・
柳
橋

芸
妓
衆
を
取
り
上
げ
た
岩
下
尚
史
『
名
妓
の
資
格　

細
書
・
新
柳
夜
咄
』（
平

成
十
九
年　

雄
山
閣
）や
、湯
河
原
の
芸
者「
お
か
め
」ら
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
彼
女
の
一
生
を
つ
づ
っ
て
い
る
井
田
真
木
子
『
温
泉
芸
者
一
代
記
』（
平

成
元
年　

か
の
う
書
房
）
な
ど
が
あ
り
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
内
容
と
同
時
に
著

者
に
よ
る
検
証
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

口
承
研
究
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
見
落
と
せ
な
い
の
が
安
彦
周
宜

『
天
楽
丸
口
伝　

遊
芸
の
世
間
師
』（
昭
和
五
十
七
年　

天
楽
人
形
保
存
会
）

で
あ
ろ
う
。
翁
の
話
に
著
者
（
編
者
）
の
取
材
日
記
を
挿
入
し
、
ラ
イ
フ
ヒ

ス
ト
リ
ー
に
限
ら
ず
翁
の
語
る
話
も
採
集
、
人
形
芝
居
脚
本
・
巡
業
記
録
・

人
形
年
譜
も
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
他
の
記
事
・
論
考
と
異
な
る
点
は
聴
き

手
の
態
度
だ
ろ
う
。
聴
き
手
が
知
り
た
い
こ
と
を
聴
く
の
で
は
な
く
、
話
者

が
語
り
た
い
こ
と
を
聴
い
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
芸
能
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
芸
能
史
の
流
れ
の
中
で
の
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位
置
づ
け
、
技
術
や
道
具
、
音
曲
や
舞
踊
に
つ
い
て
の
評
価
な
ど
か
ら
が
多

い
。
特
定
の
芸
人
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
は
あ
る
が
、
複
数
の
話
者
に
よ
る

ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
か
ら
そ
の
芸
能
を
読
み
取
る
も
の
は
な
い
と
い
う
点
を

指
摘
し
て
お
き
た
い
。

三　

二
人
の
伝
承
者

こ
こ
で
は
二
人
の
腕
金
式
人
形
遣
い
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
紹
介
す

る
。字
数
に
限
り
が
あ
る
た
め
聞
き
取
り
資
料
は
場
を
変
え
て
発
表
し
た
い
。

な
お
、
本
稿
に
先
駆
け
『
世
間
話
研
究
』
二
十
号
拙
稿
「
乙
女
文
楽
と
共
に

生
き
る
」
に
、
桐
竹
京
子
の
聞
き
取
り
資
料
の
一
部
を
掲
載
し
た
。

三
―
一　

桐
竹
京
子
の
場
合

桐
竹
京
子
が
生
ま
れ
た
の
は
、
大
阪
住
吉
神
社
の
太
鼓
橋
近
く
で
あ
る
。

父
・
谷
歌
水
は
京
都
の
商
家
に
生
ま
れ
た
が
、
大
阪
へ
出
て
、
小
唄
の
作
詞
・

作
曲
等
も
手
が
け
る
薩
摩
琵
琶
の
師
匠
と
し
て
活
躍
し
て
い
た（
（（
（

。
谷
家
の
広

い
屋
敷
に
は
弟
子
や
子
供
達
が
頻
繁
に
出
入
し
て
い
た
。
昭
和
十
二
年
、
谷

家
の
三
女
と
し
て
誕
生
し
た
京
子
は
、実
母
と
は
生
ま
れ
て
ま
も
な
く
別
れ
、

父
の
歌
水
も
彼
女
が
七
歳
の
時
に
死
去
し
た
。
そ
の
た
め
、
父
の
後
添
え
で

あ
る
継
母
に
育
て
ら
れ
た
。
こ
の
母
の
存
在
は
京
子
に
大
き
か
っ
た
。

（
お
母
さ
ん
、お
名
前
う
か
が
っ
て
良
い
で
す
か
。）
※
（
　
）
内
筆
者
。

イ
ト
。
谷
イ
ト
。
お
イ
ト
さ
ん
、お
イ
ト
さ
ん
て
ね
。
な
に
し
ろ
ね
、

巻
紙
で
ね
す
ぅ
ー
っ
と
筆
で
手
紙
書
く
人
や
っ
た
。
な
に
し
ろ
ね
、

無
学
、
四
歳
し
か
学
校
行
か
な
い
っ
て
言
う
ん
だ
け
ど
字
筋
が
良

か
っ
た
の
よ
。
も
う
ね
だ
か
ら
字
の
こ
と
は
母
が
全
部
書
い
て
く
れ

た
か
ら
、
お
客
さ
ん
の
お
手
紙
だ
す
だ
の
な
ん
だ
の
っ
て
、
も
う
あ

れ
だ
け
は
た
い
し
た
も
の
で
し
た
よ
、
こ
の
人
。
う
ん
。

後
に
二
十
歳
そ
こ
そ
こ
で
人
形
遣
い
と
し
て
独
立
す
る
娘
京
子
の
「
一
文

楽
」
を
母
イ
ト
は
大
い
に
助
け
た
。
イ
ト
は
大
変
な
芝
居
好
き
で
「
学
校
行

く
な
ら
芝
居
を
見
に
行
け
、
そ
っ
ち
の
方
が
勉
強
に
な
る
。
情
の
深
い
人
間

に
な
る
」
と
教
え
、
京
子
に
歌
舞
伎
や
文
楽
を
観
に
行
く
よ
う
勧
め
た
。
京

子
が
人
形
遣
い
に
な
っ
た
の
も
イ
ト
の
影
響
で
あ
る
。
ま
た
、
夫
死
去
後
生

計
を
立
て
る
た
め
に
営
ん
だ
店
に
は
、
大
阪
文
楽
の
関
係
者
が
多
く
出
入
し

た
（
（（
（

。
京
子
は
「
リ
ボ
ン
ち
ゃ
ん
」
と
呼
ば
れ
て
皆
か
ら
か
わ
い
が
ら
れ
た
。

文
楽
に
行
く
際
も
当
然
〝
フ
リ
ー
パ
ス
〟
で
あ
る
。

だ
が
、
繁
盛
し
て
い
た
店
は
詐
欺
に
よ
っ
て
自
宅
の
家
屋
敷
ご
と
人
手
に

渡
っ
て
し
ま
っ
た
。
路
頭
に
迷
う
と
こ
ろ
だ
っ
た
母
子
を
助
け
た
の
は
、
イ

ト
の
旧
友
・
豊
澤
竹
千
代
で
、
女
流
義
太
夫
と
し
て
活
動
し
て
い
た
。
同
じ

豊
澤
広
助
の
元
で
義
太
夫
の
稽
古
に
励
ん
だ
仲
で
あ
る
。
竹
千
代
は
友
人
の

災
難
を
聞
い
て
自
分
の
所
へ
来
な
い
か
と
誘
っ
た
。

昭
和
二
十
年
頃
、
弟
子
達
の
義
太
夫
節
に
人
形
浄
瑠
璃
を
付
け
て
や
る
た

め
、
竹
千
代
自
身
が
人
形
芝
居
一
座
を
構
え
る
こ
と
に
し
た
。
戦
前
よ
り
乙

女
文
楽
関
係
者
と
は
既
知
の
間
柄
で
、
自
身
も
乙
女
文
楽
で
の
義
太
夫
節
を

経
験
し
た
。
戦
前
大
阪
新
世
界
ラ
ジ
ウ
ム
温
泉
等
で
活
動
し
て
い
た
女
性
達

に
声
を
か
け
「
成
竹
座
」
を
結
成
し
た
。
既
婚
の
女
性
達
は
興
行
に
子
供
を

連
れ
て
参
加
し
た
。
腕
金
式
の
人
形
遣
い
も
い
れ
ば
胴
金
式
の
者
も
い
た
。
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イ
ト
と
京
子
が
竹
千
代
に
世
話
に
な
っ
た
の
は
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
の
こ
と

で
、
母
子
も
「
成
竹
座
」
に
誘
わ
れ
、
京
子
は
十
一
歳
で
「
成
竹
座
」
の
最

も
若
い
座
員
の
一
人
と
な
っ
た
。
四
国
・
中
国
地
方
か
ら
北
海
道
ま
で
興
行

し
て
廻
っ
た
。「
手
ほ
ど
き
の
姉
さ
ん
」
は
い
た
が
、
遣
い
方
は
教
わ
る
よ

り
も
、
公
演
中
、
座
長
や
姉
さ
ん
た
ち
か
ら
自
分
達
の
「
振
り
」
を
直
接
見

て
覚
え
る
よ
う
に
言
わ
れ
た
。
手
を
と
っ
て
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
な
ど
な

く
、
直
接
「
今
度
あ
れ
遣
い
な
さ
い
」
と
指
示
さ
れ
舞
台
に
立
っ
た
。
毎
日

舞
台
を
見
て
自
然
と
身
に
つ
い
た
と
い
う
が
、
母
譲
り
の
芝
居
好
き
に
加
え

舞
台
を
何
度
も
見
て
い
た
か
ら
芝
居
の
筋
書
き
は
詳
し
か
っ
た
。
興
行
続
き

の
生
活
で
「
小
学
校
は
中
退
」
し
た
と
笑
う
が
、
義
太
夫
は
師
匠
を
つ
け
て

も
ら
い
稽
古
し
た
。
ま
た
、
京
子
に
は
年
の
離
れ
た
二
人
の
姉
が
い
た
が
、

イ
ト
と
折
り
合
い
が
良
く
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
早
く
に
独
立
・
結
婚
し
て

い
た
。
姉
の
一
人
・
杉
山
都
喜
が
日
本
舞
踊
藤
間
流
の
師
範
代
に
な
っ
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
京
子
も
三
歳
か
ら
日
本
舞
踊
を
習
っ
た
。

京
子
が
十
九
歳
の
時
、竹
千
代
の
体
調
不
良
に
よ
り「
成
竹
座
」は
解
散
す
る
。

京
子
は
姉
の
伝
を
頼
っ
て
京
都
で
美
容
師
に
な
る
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
イ
ト
に

頼
ま
れ
、
イ
ト
の
友
人
が
静
岡
県
熱
海
市
で
新
し
く
商
売
を
始
め
る
の
を
十
日

間
ほ
ど
ア
ル
バ
イ
ト
の
つ
も
り
で
手
伝
い
に
行
っ
た
。
だ
が
、
イ
ト
の
友
人
は

京
子
に
「（
芸
者
と
し
て
）
お
座
敷
出
て
も
ら
い
た
い
」
と
言
う
。
京
子
は
仰

天
し
た
。
当
時
の
熱
海
は
大
変
繁
盛
し
、
忙
し
く
て
人
手
が
足
り
な
い
の
は
わ

か
る
が
、仕
込
み
も
し
て
い
な
い
自
分
に
座
敷
に
出
ろ
と
は
無
理
な
話
で
あ
る
。

「
そ
ん
な
話
母
か
ら
聞
い
て
ま
せ
ん
か
ら
」
と
突
っ
ぱ
ね
、
説
明
し
な
い
母
に

も
憤
慨
し
大
阪
へ
帰
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
ん
な
京
子
を
周
囲
は
な
だ
め
、
お
座

敷
で
は
人
形
浄
瑠
璃
を
す
る
こ
と
を
条
件
に
再
び
熱
海
へ
向
か
う
。
そ
の
時

は
、
竹
千
代
の
母
・
竹
本
登
久
松
の
弟
子
で
三
味
線
義
太
夫
の
増
田
幸
子
（
明

治
四
十
年
生
）
も
同
行
し
た
。
最
初
は
イ
ト
の
友
人
の
元
で
世
話
に
な
り
、
し

ば
ら
く
し
て
、
力
弥
（
京
子
）・
由
良
之
介
（
幸
子
）
の
コ
ン
ビ
で
「
一
文
楽
」

を
立
ち
上
げ
、
熱
海
芸
妓
組
合
に
籍
を
置
き
「
一
人
遣
い
人
形
浄
瑠
璃
」
の
公

演
を
行
な
っ
た
。
熱
海
に
は
芸
人
の
組
合
が
な
い
。「
一
文
楽
」
と
し
て
営
業

す
る
た
め
に
は
芸
妓
組
合
に
籍
を
置
く
し
か
な
か
っ
た
か
ら
、「
一
文
楽
」
は

置
屋
の
扱
い
で
あ
る
。
イ
ト
も
大
阪
か
ら
出
て
き
て
「
一
文
楽
」
の
実
務
を
担

当
し
た
。
計
ら
ず
も
芸
者
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
京
子
は
力
弥
と
し
て
〝
人

形
一
本
〟
で
乙
女
文
楽
を
続
け
て
い
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

イ
ト
と
懇
意
で
あ
っ
た
当
時
の
桐
竹
紋
十
郎
が
、
由
良
亀
に
制
作
を
依
頼

し
、
新
た
に
京
子
の
人
形
を
準
備
し
た
。
ま
た
、
京
子
は
紋
十
郎
に
振
り
な
ど

を
学
び
、
桐
竹
力
弥
を
名
乗
る
よ
う
に
な
る
。
熱
海
に
「
座
敷
人
形
」
を
す
る

名
妓
が
い
る
と
評
判
に
な
り
、
由
良
之
介
と
コ
ン
ビ
で
各
地
を
廻
っ
た
。
二
人

は
人
形
と
道
具
類
を
柳
行
李
に
詰
め
大
荷
物
で
〝
お
座
敷
〟
に
向
か
っ
た
。
熱

海
が
好
景
気
の
頃
、
お
座
敷
は
毎
晩
掛
け
持
ち
だ
っ
た
。
ホ
テ
ル
の
宴
会
場
、

結
婚
披
露
宴
、
政
治
団
体
や
デ
パ
ー
ト
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
で
余
興
と
し
て
乙

女
文
楽
を
披
露
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
九
州
等
遠
方
か
ら
の
出
演
依
頼
も
あ
っ

た
（
（（
（

。
厚
木
で
新
店
舗
開
店
の
イ
ベ
ン
ト
の
余
興
に
呼
ば
れ
た
と
き
に
は
、
自
分

も
乙
女
文
楽
を
や
っ
て
い
た
の
よ
、と
い
う
女
性
に
出
会
う
こ
と
も
あ
っ
た
し
、

東
京
の
ホ
テ
ル
で
の
公
演
で
は
、
乙
女
文
楽
に
使
わ
れ
て
い
た
人
形
を
所
持
し

て
い
る
と
い
う
人
に
も
出
会
っ
た
が
、
仕
事
に
忙
殺
さ
れ
連
絡
を
取
り
損
な
っ

て
し
ま
い
、
今
と
な
っ
て
は
残
念
な
こ
と
を
し
た
と
思
っ
て
い
る
。
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熱
海
海
上
ホ
テ
ル
の
当
時
の
社
長
が
大
変
大
衆
芸
能
を
好
む
人
で
、
度
々

「
一
文
楽
」
に
公
演
を
依
頼
し
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
熱
海
海
上
ホ
テ
ル
を

足
場
に
各
地
へ
向
か
う
こ
と
が
重
な
っ
た
。
ホ
テ
ル
に
人
形
や
道
具
を
預
け

る
と
、
そ
れ
を
管
理
し
て
く
れ
た
り
忘
れ
物
を
届
け
て
く
れ
た
り
世
話
を
し

て
く
れ
る
ホ
テ
ル
マ
ン
が
い
た
。
昭
和
三
十
六
年
、
そ
の
ホ
テ
ル
マ
ン
の
男

性
と
、
京
子
は
二
十
四
歳
で
結
婚
す
る
。
二
女
を
出
産
し
つ
つ
も
、
イ
ト
や

夫
の
助
け
が
あ
っ
て
「
一
文
楽
」
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
。

平
成
に
入
る
と
、
明
治
生
ま
れ
の
母
や
由
良
之
介
は
亡
く
な
り
、
夫
は
熱

海
海
上
ホ
テ
ル
を
勤
め
上
げ
定
年
を
迎
え
た
。
娯
楽
は
移
り
変
わ
っ
て
お
座

敷
も
少
な
く
な
り
、
娘
達
は
そ
れ
ぞ
れ
嫁
い
で
い
っ
た
。「
力
弥
」
と
い
う

名
か
ら
「
京
子
」
へ
変
え
、「
一
文
楽
」
の
看
板
は
下
ろ
し
た
。
平
成
十
五
年
、

娘
の
嫁
ぎ
先
で
あ
る
沼
津
市
に
夫
婦
で
隠
居
し
た
。
も
う
年
長
の
孫
娘
は
消

防
士
と
結
婚
し
、
下
の
孫
達
も
大
学
生
だ
。
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
も
患
っ
た
。

し
か
し
、
人
形
は
止
め
な
か
っ
た
。
教
育
・
文
化
施
設
で
の
人
形
浄
瑠
璃
教

室
、
福
祉
施
設
の
慰
問
公
演
、
寺
社
の
祭
典
で
の
人
形
浄
瑠
璃
奉
納
、
現
在

で
も
頼
ま
れ
れ
ば
隣
県
ど
こ
ろ
か
岡
山
に
も
千
葉
に
も
人
形
と
義
太
夫
節
の

テ
ー
プ
を
携
え
駆
け
つ
け
る
。
今
は
宅
配
便
で
大
き
な
道
具
類
は
先
に
会
場

に
送
っ
て
し
ま
え
ば
い
い
。
手
配
は
今
も
夫
が
受
け
持
つ
。
時
に
は
孫
が
荷

物
運
び
を
し
て
く
れ
る
。

　
「
文
化
を
大
切
に
し
な
い
国
は
滅
び
る
」。
だ
か
ら
、
忙
し
い
と
き
は
後
継

者
を
育
て
る
な
ど
考
え
た
こ
と
も
な
か
っ
た
が
、
今
は
知
り
た
い
人
が
い
れ

ば
積
極
的
に
こ
の
乙
女
文
楽
の
技
と
知
識
の
伝
承
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
。

ま
た
、「
芸
人
は
家
庭
を
持
っ
ち
ゃ
続
け
ら
れ
な
い
」
が
、
家
事
や
子
育
て

に
忙
し
く
何
度
や
め
よ
う
と
思
っ
て
も
、
い
つ
で
も
人
形
が
彼
女
を
「
奮
い

立
た
せ
て
く
れ
た
」。
京
子
は
今
も
現
役
の
人
形
遣
い
で
あ
る
。

三
―
二　

吉
田
光
華
の
場
合

昭
和
二
十
三
年
に
大
阪
に
生
ま
れ
た
吉
田
光
華
は
、
一
般
的
な
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
家
庭
に
生
ま
れ
た
。
三
歳
か
ら
日
本
舞
踊
を
始
め
、
十
二
歳
で
若
柳

流
名
取
に
な
る
ほ
ど
芸
事
は
好
き
だ
っ
た
。
光
華
が
子
ど
も
の
時
代
、
大
阪

の
街
は
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
だ
っ
た
。
営
業
で
は
大
変
な
思
い
を
し
た
父
親
の
影

響
で
、
光
華
は
当
時
の
大
阪
工
業
高
専
に
一
期
生
と
し
て
入
学
す
る
。

（
小
さ
い
頃
か
ら
日
本
舞
踊
な
ど
学
ば
れ
て
い
て
高
専
に
進
ま
れ
た

と
い
う
の
は
当
時
珍
し
い
…
女
性
と
し
て
も
珍
し
か
っ
た
ん
で
は

な
い
で
す
か
。）

そ
う
で
す
ね
。
あ
の
ね
、高
専
に
も
一
期
生
。
年
齢
ば
れ
ま
す
け
ど
ね
。

そ
れ
で
、難
し
い
と
。絶
対
通
ら
な
い
と
言
わ
れ
て
。受
験
が
な
い
じ
ゃ

な
い
で
す
か
。
五
年
間
で
す
か
ら
ね
。
こ
れ
は
い
い
な
と
思
い
ま
し

て
。
で
も
絶
対
通
ら
へ
ん
か
ら
と
担
任
に
も
言
わ
れ
て
、で
も
ひ
ょ
っ

と
し
た
ら
通
る
か
も
わ
か
ら
へ
ん
し
、
通
っ
た
ら
公
立
の
高
校
の
レ

ベ
ル
よ
り
ち
ょ
っ
と
上
を
受
け
て
み
て
も
い
い
か
な
ー
と
か
い
う
感

じ
で
試
し
み
た
い
に
受
け
て
み
た
ん
で
す
。
あ
の
、受
験
の
日
が
違
っ

た
ん
で
す
ね
、
今
は
ど
う
だ
か
知
り
ま
せ
ん
け
ど
。

（
今
も
違
い
ま
す
ね
。）

そ
う
で
す
か
。
そ
う
し
た
ら
通
っ
た
も
ん
で
す
か
ら
、
び
っ
く
り
し

て
通
っ
た
ん
だ
っ
て
。
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（
や
っ
ぱ
り
ク
ラ
ス
に
一
人
で
し
た
？
女
性
は
。）

五
年
間
。
そ
り
ゃ
大
切
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
今
で
も
、
工
業
科
に
進
む
女
子
が
増
え
た
と
い
っ
て
も
、
ク
ラ
ス

に
五
人
い
る
ク
ラ
ス
は
珍
し
い
で
す
ね
。
〇
人
も
珍
し
く
な
い
。）

私
た
ち
学
年
も
工
業
化
学
科
に
一
人
と
土
木
科
に
一
人
。
機
械
科
、

電
子
科
は
〇
で
し
た
か
ら
。
私
は
土
木
。
う
ち
の
父
親
が
営
業
の
仕

事
だ
っ
た
ん
で
す
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
し
た
け
ど
ね
。
そ
れ
で
い
っ

つ
も
ね
、
出
張
と
か
言
っ
て
帰
っ
て
く
る
と
、
技
術
屋
さ
ん
は
え

え
わ
、
ゆ
う
て
。
な
ん
だ
か
技
術
屋
さ
ん
と
一
緒
に
相
手
の
お
客

さ
ん
の
所
に
行
っ
た
ら
、技
術
屋
さ
ん
は
言
い
た
い
こ
と
を
言
う
と
。

間
で
し
ん
ど
い
思
い
す
る
の
は
営
業
や
と
い
う
話
を
し
ょ
っ
ち
ゅ

う
し
て
た
ん
で
す
よ
。
技
術
屋
に
な
ろ
う
思
う
た
ん
で
す
よ
、
そ

の
と
き
。
そ
う
か
ー
。
技
術
屋
さ
ん
は
強
い
ん
や
ぁ
と
。
で
、ま
あ
、

高
専
は
入
っ
た
ん
で
す
け
ど
。
ん
ん
、
ま
あ
、
い
ろ
ん
な
道
あ
り
ま

す
か
ら
ね
、
成
型
部
門
に
行
け
ば
い
い
ん
だ
か
ら
っ
て
ゆ
う
よ
う
な

こ
と
言
っ
て
い
た
だ
い
て
。
結
局
住
友
金
属
の
建
材
開
発
課
と
い
う

と
こ
ろ
に
入
り
ま
し
て
。
ん
ー
、ち
ょ
う
ど
…
年
齢
ば
れ
ま
す
け
ど
、

万
博
の
こ
ろ
で
す
わ
。

（
じ
ゃ
あ
、
一
番
活
躍
で
き
ま
す
ね
。）

そ
れ
が
。
も
う
一
年
半
く
ら
い
で
結
婚
し
て
辞
め
て
し
ま
い
ま
し
た

ん
で
、
も
っ
た
い
な
い
こ
と
し
た
な
思
っ
て
。

人
形
浄
瑠
璃
と
の
〝
縁
〟
は
実
は
幼
い
頃
に
さ
か
の
ぼ
る
。
日
本
舞
踊
は
、

文
楽
の
吉
田
蓑
助
の
先
妻
も
同
じ
と
こ
ろ
で
一
緒
に
稽
古
し
て
い
た
。
進
学
し

た
高
専
で
は
吉
田
玉
男
の
息
子
と
同
級
生
で
、
文
楽
の
楽
屋
に
入
れ
て
も
ら
っ

た
こ
と
も
あ
る
。
だ
が
、
就
職
し
た
先
の
企
業
で
同
僚
だ
っ
た
男
性
と
結
婚
す

る
と
、
主
婦
に
な
っ
て
パ
ー
ト
く
ら
い
に
し
か
出
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

乙
女
文
楽
を
知
っ
た
の
は
、
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
乙
女
文
楽
教
室
の
参
加

者
募
集
の
記
事
だ
っ
た
。
新
聞
の
日
付
は
一
週
間
前
で
締
め
切
り
が
迫
っ
て

い
た
が
問
い
合
わ
せ
る
と
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
く
れ
た
。
募
集
を
見
て

き
た
女
性
は
百
名
ほ
ど
で
、
そ
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
三
十
名
の
一
期
生
の
中

に
入
る
こ
と
が
で
き
た
。
受
講
生
は
ば
ら
ば
ら
と
辞
め
て
い
き
、
二
期
生
、

三
期
生
と
募
集
が
か
か
っ
た
。

乙
女
文
楽
教
室
と
言
っ
て
も
、
吉
田
光
子
師
匠
の
人
形
が
一
体
あ
る
だ
け

で
、
受
講
生
は
師
匠
に
振
り
だ
け
教
わ
り
、
後
は
見
よ
う
見
ま
ね
で
練
習
す

る
だ
け
で
な
か
な
か
人
形
に
触
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。そ
こ
で
光
華
は
、

乙
女
文
楽
講
座
と
同
時
開
講
さ
れ
て
い
た
人
形
創
作
講
座
で
人
形
を
自
作
す

る
。
人
形
作
り
は
難
し
い
。「
そ
れ
こ
そ
泣
き
な
が
ら
作
り
ま
し
た
よ
」。
そ

こ
で
知
り
合
っ
た
当
時
神
戸
市
在
住
の
女
性
は
人
形
制
作
の
プ
ロ
と
な
る
。

現
在
所
有
す
る
二
十
体
程
の
人
形
の
う
ち
、
二
体
は
自
作
、
残
り
は
講
演
内

容
に
合
わ
せ
て
そ
の
都
度
彼
女
に
制
作
し
て
も
ら
っ
た
。
阪
神
淡
路
大
震
災

で
被
災
し
た
彼
女
は
、
現
在
島
根
県
松
江
市
で
人
形
制
作
を
続
け
て
い
る
。

光
華
は
自
作
の
人
形
で
講
座
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
講
座
中
は
講

師
の
頼
み
で
自
分
の
人
形
を
他
の
受
講
生
に
貸
し
、
せ
っ
か
く
作
っ
た
自
分

の
人
形
を
自
分
が
使
え
な
い
こ
と
も
し
ば
し
ば
だ
っ
た
。

乙
女
文
楽
教
室
の
受
講
生
で
、
吉
田
光
子
師
匠
を
座
長
に
「
大
阪
乙
女
文

楽
座
」
を
結
成
す
る
こ
と
に
な
り
、
光
華
も
そ
れ
に
参
加
し
た
。「
大
阪
乙
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女
文
楽
」
旗
揚
げ
公
演
が
光
華
の
転
機
と
な
る
。

旗
揚
げ
公
演
は
（
国
立
）
文
楽
劇
場
小
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
そ
れ
を
偶
然

桂
文
枝
が
見
て
い
た
。
文
枝
の
弟
子
が
、乙
女
文
楽
講
座
の
講
師
に
声
を
か
け
、

わ
ざ
わ
ざ
光
華
の
勤
め
て
い
た
パ
ー
ト
先
ま
で
訪
ね
て
き
た
。
師
匠
が
今
度
独

演
会
を
二
ヵ
月
後
に
催
す
の
で
そ
れ
に
ぜ
ひ
出
演
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
、

光
華
名
指
し
で
の
オ
フ
ァ
ー
だ
っ
た
。
び
っ
く
り
し
て
講
師
に
相
談
す
る
と
、

講
師
か
ら
も
将
来
の
乙
女
文
楽
の
た
め
に
引
き
受
け
て
ほ
し
い
と
頼
ま
れ
た
。

文
枝
に
は
日
本
舞
踊
の
経
験
を
買
わ
れ
た
ら
し
い
。
こ
う
し
て
初
の
落
語
と
乙

女
文
楽
の
共
演
を
今
度
は
文
楽
劇
場
の
大
ホ
ー
ル
で
果
た
す
こ
と
に
な
っ
た
。

文
枝
と
の
共
演
で
、
光
華
は
「
大
阪
乙
女
文
楽
」
か
ら
独
立
し
た
。
独
立

し
た
と
言
え
ば
聞
こ
え
は
い
い
が
、
実
際
は
他
か
ら
の
嫉
妬
が
原
因
で
放
り

出
さ
れ
た
よ
う
な
も
の
だ
。
平
成
九
年
に
独
自
に
「
光
華
座
」
を
立
ち
上
げ

る
と
、
公
演
ご
と
に
ジ
ャ
ン
ル
が
異
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
芸
人
や
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
と
共
演
を
果
た
す
。
義
太
夫
節
で
な
く
新
内
が
中
心
で
、
狂
言
・
太
神
楽
・

筝
曲
・
尺
八
・
筑
前
琵
琶
等
に
合
わ
せ
て
乙
女
文
楽
を
演
じ
る
。
民
話
の
語

り
部
に
合
わ
せ
芝
居
を
す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
モ
ダ
ン
バ
レ
ー
と
共
に
演
じ

た
こ
と
も
あ
る
。
日
本
国
内
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
海
外
公
演
も
経
験
し
た
。

公
演
前
に
は
何
ヶ
月
も
前
か
ら
打
ち
合
わ
せ
を
繰
り
返
し
、
音
響
や
設
備
は

プ
ロ
に
依
頼
す
る
。
乙
女
文
楽
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
公
開
講
座
な
ど
で

の
講
演
の
依
頼
も
も
ち
ろ
ん
引
き
受
け
て
い
る
。

十
年
前
に
夫
を
亡
く
し
た
。
今
と
な
っ
て
は
乙
女
文
楽
が
「
生
き
が
い
」

で
あ
る
。
観
客
が
喜
ん
で
い
る
の
を
見
る
と
、
こ
れ
を
や
っ
て
い
て
良
か
っ

た
と
思
う
。

お
わ
り
に

現
在
プ
ロ
と
し
て
活
動
す
る
二
人
の
人
形
遣
い
の
語
っ
た
ラ
イ
フ
ヒ
ス

ト
リ
ー
に
、
そ
の
ま
ま
乙
女
文
楽
の
変
遷
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
二

人
の
年
齢
は
一
回
り
ほ
ど
し
か
違
わ
な
い
が
、
乙
女
文
楽
の
享
受
の
仕
方
は

ま
っ
た
く
異
な
る
。
桐
竹
京
子
は
大
人
た
ち
の
意
向
に
よ
り
子
ど
も
の
頃
か

ら
こ
の
人
形
芝
居
を
始
め
た
。
全
国
を
興
行
し
て
廻
っ
た
が
、
そ
れ
は
素
人

義
太
夫
の
た
め
で
あ
る
。
成
人
後
は
、
生
計
を
得
る
た
め
の
生
業
と
し
、
義

太
夫
節
の
伝
統
を
守
っ
て
演
じ
て
き
た
。
遊
芸
文
化
が
廃
れ
て
い
く
中
、
伝

統
文
化
を
守
る
使
命
感
が
乙
女
文
楽
を
続
け
て
い
く
こ
と
の
動
機
と
な
っ
て

い
く
。
こ
れ
に
対
し
、
吉
田
光
華
は
壮
年
以
降
自
主
的
に
乙
女
文
楽
の
世
界

に
身
を
投
じ
た
。
経
歴
か
ら
考
え
れ
ば
高
学
歴
の
イ
ン
テ
リ
で
、
国
内
で
は

技
術
系
に
進
学
し
た
女
性
の
先
駆
け
の
一
人
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
光
華
は
乙

女
文
楽
の
新
た
な
側
面
を
模
索
し
続
け
て
、
大
衆
文
化
と
し
て
の
可
能
性
を

引
き
出
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
乙
女
文
楽
は
、
旦
那
衆
の
遊
び

か
ら
プ
ロ
の
芸
人
を
生
み
、
時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
文
化
伝
承
に
一
役
買
い
、

生
き
延
び
る
た
め
に
新
た
な
分
野
へ
と
食
指
を
伸
ば
す
。
こ
れ
に
関
っ
た
人

形
遣
い
の
女
性
た
ち
も
、
受
動
的
な
立
場
か
ら
よ
り
能
動
的
な
行
動
に
打
っ

て
出
る
。

二
人
の
個
性
も
当
然
影
響
し
て
い
る
だ
ろ
う
が
、
乙
女
文
楽
を
受
け
入
れ

る
社
会
が
、
二
人
の
人
形
遣
い
に
よ
る
乙
女
文
楽
の
違
い
を
生
ん
だ
と
考
え

ら
れ
る
。経
済
の
成
長
と
メ
デ
ィ
ア
の
進
化
は
娯
楽
の
変
化
を
促
し
て
い
る
。
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教
育
制
度
の
充
実
は
高
学
歴
化
を
進
め
る
が
、
地
域
文
化
や
伝
統
文
化
に
子

供
た
ち
が
参
加
し
て
い
く
こ
と
の
妨
げ
に
な
る
場
合
も
多
い
。
例
え
ば
、
京

都
で
こ
そ
芸
者
見
習
い
の
未
成
年
の
「
舞
妓
さ
ん
」
が
許
さ
れ
て
い
る
が
、

他
の
花
街
で
は
現
在
、舞
妓
さ
ん
や
半
玉
さ
ん
を
育
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

児
童
福
祉
法
や
労
働
基
準
法
で
十
八
歳
未
満
の
年
少
者
を
酒
席
に
呼
ぶ
こ
と

が
で
き
な
い
し
、三
味
線
な
ど
の
地
方
を
育
て
る
に
は
十
年
以
上
必
要
だ
が
、

幼
少
期
か
ら
の
修
業
に
と
っ
て
十
五
歳
ま
で
の
義
務
教
育
は
妨
げ
と
な
る
。

合
理
主
義
社
会
で
花
柳
界
を
支
え
る
旦
那
衆
を
失
い
、
芸
事
で
は
生
活
が
成

り
立
た
な
い
。
桐
竹
京
子
の
よ
う
な
芸
人
を
生
み
出
す
土
壌
が
今
の
日
本
に

は
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
文
化
伝
承
の
人
材
確
保
に
は
、
吉
田
光
華
の
よ
う

な
、
社
会
か
ら
一
歩
ひ
い
た
所
に
身
を
置
き
な
が
ら（
（（
（

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
に

富
ん
だ
人
物
の
活
躍
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
人
物
が
よ
り
若
い
世
代

に
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い
。
今
日
の
乙
女
文
楽
も
変
換
期

に
迫
ら
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
主
に
腕
金
式
の
乙
女
文
楽
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
今
後

は
胴
金
式
に
つ
い
て
の
検
証
も
踏
ま
え
総
合
的
な
調
査
を
続
け
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
女
性
達
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
中
に
乙
女
文
楽
と
い
う

一
現
象
を
読
み
取
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

注（
１
）	

永
田
衡
吉
『
改
訂
日
本
の
人
形
芝
居
』
平
成
六
年　

錦
正
社

（
２
）	

森
秀
男
「
昭
和
十
年
代
の
女
剣
劇
」
芸
能
学
会
編
『
芸
能
』
第

三
十
四
巻　

平
成
四
年　

桜
楓
社

（
３
）	

佐
貫
百
合
人
「
根
を
下
ろ
し
た
女
性
講
談
」
芸
能
学
会
編
『
芸
能
』

第
三
十
四
巻　

平
成
四
年　

桜
楓
社

（
４
）	

労
働
者
階
級
の
運
動
や
社
会
運
動
と
の
関
係
が
深
い
。
関
西
で
は
主

に
児
童
を
対
象
と
し
た
の
に
対
し
、
東
京
で
は
大
人
を
対
象
と
し
た

社
会
的
文
化
活
動
。

（
５
）	

川
尻
泰
司
『
日
本
人
形
劇
発
達
史
・
考
』
昭
和
六
十
一
年　

晩
成
書
房

（
６
）	

桐
竹
智
恵
子
の
死
去
後
は
娘
・
桐
竹
あ
づ
ま
が
指
導
。

（
７
）	

林
座
・
ひ
が
し
座
は
三
人
で
遣
う
操
法
。

（
８
）	

宗
政
太
郎
の
「
大
阪
乙
女
文
楽
座
」
が
解
散
し
て
い
た
と
は
い
え
、

何
故
同
じ
名
称
を
名
乗
っ
た
の
か
不
明
。
昭
和
六
十
年
代
以
降
、
桐

竹
智
恵
子
は
「
乙
女
文
楽
」
の
名
称
使
用
を
牽
制
し
て
い
た
よ
う
だ

が
、
こ
の
よ
う
な
大
阪
で
の
動
き
に
関
連
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
。
智
恵
子
に
と
っ
て
「
乙
女
文
楽
」
と
は
人
形
芝
居
に
与
え
ら
れ

た
一
般
名
詞
で
は
な
く
、
自
分
達
の
座
を
さ
す
固
有
名
詞
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
。

（
９
）	「
国
立
劇
場
第
三
十
二
回
民
俗
芸
能
公
演 

日
本
の
民
俗
劇
と
人
形
芝

居
の
系
譜 

一
人
遣
い
人
形
の
さ
ま
ざ
ま
」
に
出
演
。
人
形
遣
い
は
富

子
と
娘
・
文
枝
に
加
え
、
吉
田
光
子
も
参
加
。

（
10
）	

吉
田
光
子
に
よ
る
「
大
阪
乙
女
文
楽
座
」
は
平
成
九
年
、
国
立
文
楽

劇
場
で
旗
揚
げ
公
演
す
る
際
、
五
十
五
年
ぶ
り
に
乙
女
文
楽
一
座
が

復
活
し
た
と
宣
伝
し
た
が
、
こ
れ
は
桐
竹
智
恵
子
や
「
南
幸
座
」
等

の
活
動
を
考
慮
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

（
11
）	

吉
田
光
子
の
人
形
・
道
具
一
式
を
所
有
し
た
こ
と
か
ら
腕
金
式
と
考
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え
ら
れ
る
が
、
杉
野
論
考
に
門
造
創
案
の
機
構
（
胴
金
式
）
を
採
用

し
て
い
た
と
も
あ
る
か
ら
、「
成
竹
座
」
同
様
、
腕
金
式
・
胴
金
式
両

方
の
座
員
が
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
。

（
12
）	『
早
稲
田
商
学
』
通
号
二
一
六　

昭
和
四
十
五
年　

早
稲
田
商
学
同
攷
会

（
13
）	『
龍
谷
大
学
論
集
』
四
四
五
号　

平
成
七
年　

龍
谷
学
会

（
14
）	『
神
奈
川
県
史
研
究
』
三
五
号　

昭
和
五
十
三
年　

神
奈
川
県
県
民
部

県
史
編
集
室

（
15
）	『
年
報
い
わ
み
ざ
わ
』
第
二
十
二
号　

平
成
十
二
年　

北
海
道
教
育
大

学
岩
見
沢
校

（
16
）	『
別
冊
東
北
学
』
vol. 

1　

平
成
十
二
年　

東
北
芸
術
工
科
大
学
東
北
文

化
セ
ン
タ
ー

（
17
）	

歌
水
が
活
躍
し
た
背
景
に
は
大
正
十
一
年
以
降
指
定
地
と
し
て
発
展

し
た
住
吉
新
地
の
存
在
が
大
き
い
だ
ろ
う
。

（
18
）	

イ
ト
自
身
が
文
楽
関
係
者
の
娘
だ
っ
た
と
い
う
。

（
19
）	

そ
の
頃
の
京
子
は
自
身
の
人
形
芝
居
を
「
娘
文
楽
」
や
「
一
人
遣
い

人
形
浄
瑠
璃
」
と
名
乗
っ
て
い
る
。

（
20
）	

例
え
ば
主
婦
や
定
年
退
職
者
の
よ
う
な
存
在
。

参
考
文
献
一
覧

・	

水
谷
武
雄
「
大
阪
に
生
ま
れ
た
乙
女
文
楽
」
上
方
鄕
土
研
究
會
『
上
方
』

第
百
壹
號　

昭
和
十
四
年　

創
元
社

・	

若
月
保
治
『
古
浄
瑠
璃
の
研
究
』
第
四
巻　

昭
和
十
九
年　

櫻
井
書
店

・	

武
田
勝
蔵
「
乙
女
文
楽　

神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
に
伝
存
（
余
白
録
）」
慶

應
義
塾
大
學
文
學
部
内
三
田
史
學
會
『
史
学
』
第
三
十
五
巻　

昭
和

三
十
七
年　

慶
應
義
塾
大
学

・	

早
稲
田
大
学
坪
内
博
士
記
念
演
劇
博
物
館
編
『
演
劇
大
百
科
事
典
』
昭
和

三
十
五
年　

平
凡
社

・	

平
塚
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
『
乙
女
文
楽
人
形
所
蔵
目
録
』
昭
和

四
十
六
年　

平
塚
市
教
育
委
員
会

・	

大
阪
都
市
協
会
編
『
住
吉
区
史
』
平
成
八
年　

住
吉
区
制
七
十
周
年
記
念

事
業
実
行
委
員
会

・	

「
相
撲
人
形
芝
居
三
〇
〇
年
の
伝
統
―
守
っ
て
後
世
に
各
座
の「
情
熱
」」『
生

涯
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
三
月
号
第
一
一
六
八
号　

平
成
九
年　

社
会
教
育
協
会

・	

安
田
桂
之
「
乙
女
文
楽
を
観
に
行
く
」『exam

iner

』
二
月
号　

平
成

十
五
年　

イ
グ
ザ
ミ
ナ

・	

岩
波
亜
紀
子
「
人
形
遣
い
を
体
験　

五
体
を
結
び
、
心
を
伝
え
る
。
乙
女

文
楽
」『
大
阪
人
』
第
五
十
七
巻
五
月
号　

平
成
十
五
年　

大
阪
都
市
協
会

・	

倉
田
善
弘
『
芝
居
小
屋
と
寄
席
の
近
代
―
「
遊
芸
」
か
ら
「
文
化
」
へ
―
』

平
成
十
八
年　

岩
波
書
店

謝
辞本

稿
作
成
に
あ
た
っ
て
、
桐
竹
京
子
氏
、
吉
田
光
華
氏
、
豊
澤
竹
千
代
氏

の
ご
家
族
、
増
田
幸
子
氏
の
ご
家
族
、
熱
海
芸
妓
組
合
の
松
千
代
氏
・
文
楽

氏
か
ら
貴
重
な
話
を
う
か
が
っ
た
。
ま
た
、
清
水
可
子
氏
か
ら
文
楽
等
に
つ

い
て
多
く
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
。
伏
し
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。

�

（
か
ん
だ
・
と
も
み
／
沼
津
工
業
高
等
専
門
学
校
）


